



























策本は枚挙に遑がなく、小説の題材 もなって その中 は
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この老婆は、吝嗇 強欲が過ぎるが、 「厭がらせの年齢」の「うめ女」 ような認知症的症状は見られない。それでも、このように「厭がらせの年齢」という語を使用していることか 、 「様々の場合によく使われた」一例といえよう。また 同年刊行 橘覚勝『としよりの心理』
⑪には、 「不満と反抗の時期」の章で「 『い








の孫娘と復員していない孫がおり、美濃部（次女幸子夫妻） 元で生活していたが、美濃部家は戦争で罹災、疎開を機に伊丹夫妻（長女仙子夫妻）に預けられる。伊丹家はうめ女を厄介者扱いし、同居している三女瑠璃子を使いに、疎開先の美濃部家にうめ女を強制移送する。美濃部家には子供が三人おり、一家五人が農家の二間を借りて生活している上 、うめ女の世話をすることになる。うめ女は、物を盗んで隠す・食事をしたこと 忘れる・トイ
レの場所が分からず毎夜夫妻を起こす、等の認知症的な症状を呈す。一家が借家に帰京してから、うめ女の症状は悪化する。真夜中に空腹を訴える・粗相をする・家の中から盗んできた布類を裂く・来客や近所の人の同情を得ようと芝居をする、等 ある。幸子は「あたしたちを厭がらせるだけの生命なんて、ちつとも尊重出来ない」と言う 六十三歳の時に死別した一人娘の写真を見て、うめ女は泣く素振りを見せる 、すぐ 盗んだ曾孫 パンツ ゴムを引き抜く。　
古谷綱武は「敗戦後の丹羽文雄の私生活については、すこしも
































中内外の表現で酷評している。そ て「人に精神的な若さを保たしめるものは、身につ た生活の知恵によることが非常 多い」と主張す 。前出・橘覚勝も、うめ女のような 不適応行動」に対し「まずは自分 態度をかえるこ 」を勧め、 「老人クラブ員とか医者 か民生委員とかいう人達の助言、慰藉、ま は指導、新しい活動への訓練、 相談または治療」が「有効」である 説く
㉑。
ここには、うめ女 行動が認知症によるも であると う認識見られず、自力での対処を求めている。老年を語ったも 中では、例えば鹽尻公明が、子の成長と煙草に関する老年時代の夢を二つ語り、 「どういふ型 晩年でなくて をさまらないと ふ拘泥がなくな さへすれば 如何なる人も如何なる場合 、輝かしい老年をもつことが出来る筈」 と述べている
㉒。 「如何なる場合」



























































































の務めとしては「老人たちには自ら制し、謹厳で 慎み深くし、また、信仰 愛と忍耐とにお て健全であるように勧め、年老いた女たちにも、同じように、たち居ふるまいをうや やしくし、人をそしったり大酒の奴隷になっ りせず、良いことを教える者となるように、勧めなさい」 （テトスへの手紙二－二、 三）と記す。これは裏を返せば 老人は自ら制し難く、人を謗 傾向が現れやすい とを示しているとも考えられる。老人を無条件に敬え、というのではなく、老人の性向を認識した上で、老人側にも自律を求めていると解され 。　『コーラン』には「自分の両親には、その一方、または両方ともお前のところで老齢に達した場合、できるだけ優しくいたわってやるように」 （夜 旅二四）
㉙
と記されている。老人一般では













難題を出し、答えられなかったら国 滅ぼすと国王に告げる。密室に父を匿っていた大臣が父に答えを聞き王に告げ 。それが繰り返され、答えに満足した天神は国王に財宝 贈り、国土の擁護を誓う。喜んだ王が大臣を賞賛す と、大臣は真実を告げ、王は孝養の布令を出す。世界の童話では、天神が悪魔になっていたり、難題の内容が異なっていたりする。結果的には敬老 勧めるのであるが、棄老が前提となっている。　
棄老伝説は各国にあり、 「ホッテントット人は同族の同意をえ






けたが、六十歳以上の高齢者たちは二合一勺に制限」され、 「大都会では空襲が激しくなるにつれ、 『老幼者』は『足手まとい』として地方へ疎開を奨励され など、次第に社会の余計者としての色彩が強められていった」という
㉟。そしてその反省からか、


























































が発表された際、 「特に高齢の女親 悲惨さは、男親より長生きすることからくる」 「女親のひどく老いぼけた者 鬼に って子を食おう す ことがある――と、今昔物語は注釈を加えている。これは中世の話だけれど これと同じいやーな話が丹羽文雄の『厭がらせの年齢』だ」と「よみ り寸評」で記されている。昭和六年の『浴風園調査研究紀要』における「性能検査成績」報告
㊿では「作業速度」で「男子は八一～八五歳に於て極僅少の程
度に女子に劣れ 外は遥かに優れてゐる」 反応時間 測定」で「男子の方が女子に比して少し優つてゐる」 、 「一般智能」は入園者の男性が九歳児辺、女性は八歳辺とされている。また別の







①道徳のへの危惧 （社會道徳なんて、 全く無力なものだね。 （略）
不愉快な奴は誰かれの容赦なくはふり出して、自分の思つたとほりをずばずばとやつてのける奴が、勝ちなのさ。 （略）日本人の倫理・道徳といふものは、ほとんど書物の中に置き忘れになつてゐるやうだね）　
②生命讃美への疑問（生命が大切だとか、永生きは立派なこと












 老醜の恐ろしさといふものを、身にしみて感じさせられた。それは全く悽惨な小説であつた。一人の老婆の姿を描いてゐるのであるが、 （略）作者の筆力の冴え よつ 、残酷なほど明確明瞭に、人間の老醜一般が浮彫りにされてゐた。精神は全然退化して、ただ我慾と我執と猜疑 みが残り、若い者達に對する厭がらせのみによつて自己の存在を主張する醜怪な怪物――それが老人といふものである すれば、老人になるのが厭になり、長生きすることが恐ろしくなる。それほどの強烈な感銘を與へる「脅迫的」とさへ形容 たい小説であつた。






































」 と述べ 「 『厭がらせの年齢』



































































あり、 「黄昏文学は死をもって終わるのが常である」 （七九頁）と指摘されるが、 「厭がらせの年齢」はこれに該当し い。
⑥
　













































































































































































































 井筒俊彦訳『コーラン（中） 』 （岩波文庫
　









































































































































































































































































二〇一七 ・ 九 ・ 一六）
にて発表したものを基にしている。ウニタ・サッチダナンド博士をはじめ、貴重な意見を賜った先生方に深謝する。
